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小学校社会見学

小学校修学旅行

野迫川村議会総務厚生委員会・経済建設委員会合同視察研修

　１０月１１日（水）に低・中学年で、大阪府立大型児童館ビッグバンへ社会見学に行ってきました。
子ども達は『ハートイピア電子動物園』で遊んだり、大きなワニと木の遊具で遊んだりしました。
　遊具で遊んだ後は、全員でキラキラ定規作りをしました。キラキラの紙の上に好きな絵を描いて、自
分だけのオリジナルの定規を作ることが出来て、とても嬉しかったようです。待ちに待ったお弁当とお
やつの時間には、みんなでおしゃべりを
しながら、楽しく食べました。
　午後からは建物の４階～８階にある
ジャングルジムやボードゲームで遊んだ
り、　物づくりをするなど色々な体験がで
きた１日でした。

　１０月１１日（水）から１３日（金）の２泊３日で、６年生が広島・倉敷方面に修学旅行に行きました。
　１日目は厳島神社と宮島水族館を見学し、２日目は広島平和記念公園で平和学習を行いました。子ど
も達は被爆者の方から貴重なお話を
お聞きし、原爆や戦争を絶対に許さ
ないという思いを更に強くしました。
３日目は倉敷の大原美術館の見学と
倉敷美観地区の散策をしました。こ
の３日間で子ども達はたくさんのこ
とを学び、思い出に残る修学旅行と
なりました。

　１０月１６日（月）から１７日（火）の２日間で、野迫川村議会の両委員会による視察研修を、和歌山
県と奈良県で行いました。
　まず初めに和歌山県有田川町二川小水力発電施設を見学し、二川ダムの水を利用した発電方法を学び
ました。二川ダムの管理は和歌山県ですが、その水を使うための許可申請が中々下りず施設を建設する
のに長い時間と労力がかかったこと等、有田川町職員より教えていただきました。
　村でも新たなクリーンエネルギー発電として検討していきたいと考えております。
次に和歌山県日高川町と奈良県五條市等で畑などを荒らして困っているシカやイノシシを捕獲し、その
肉を地元の特産品として取り組んでいる仕組みを学びました。
　村でも有害獣として猟友会のみ
なさんの協力で捕獲をしているも
のの、年々増えて困っています。こ
の研修で学び得た知識を基に今ま
で以上にシカやイノシシの対策を
行っていきたいと考えております。
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文化の日の表彰
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　野迫川村の村政発展に貢献された方々に対し送られる
「文化功労者表彰」について、本年は池津川地区の明石妙
子さんが受章されました。
　明石さんは、永きにわたり役場職員として奉職され、ま
た婦人会池津川支部長として村並びに地区のために尽力さ
れました。

　今回、奈良市在住の更谷弘氏が高齢者叙勲で瑞寶單光章
を受章されました。
　更谷氏は、昭和２８年に野迫川村消防団に入団し、約
５５年という永きにわたり消防団員として野迫川村消防団
の発展に大きく貢献されました。
　このような功績により、今回の受章の運びとなり⻆谷村
長より伝達されました。

国民年金保険料の「後納制度」について
　過去５年以内に納め忘れた国民年金保険料を納付することで将来の年金額を増やすことができ

る「後納制度」が平成２７年１０月から平成３０年９月までの３年間に限り実施されています。

　後納制度を利用することで年金額を増やすことや、年金の受給ができなかった方が受給資格を

得られることがあります。

　従来、老齢年金を受け取るためには、保険料納付済期間と保険料免除期間などを合算した資格

期間が原則として２５年以上必要でしたが、平成２９年８月からは、資格期間が１０年以上あれ

ば老齢年金を受け取ることができるようになりました。そのため、後納制度を利用し、不足して

いる保険料を納めることにより、年金の受給ができなかった方が受給資格を得られる可能性があ

ります。

　ただし、すでに老齢基礎年金を受給している方などは、後納制度の利用はできません。

　後納制度を利用するには、申込みが必要です。

お問い合わせ先

　大和高田年金事務所　０７４５ｰ２２ｰ３５３１

　野迫川村役場住民課　０７４７ｰ３７ｰ２１０１
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１２月１０日は「人権デー」、１２月４日～１０日は「人権週間」
　国際連合は、昭和２３年（１９４８年）第３回総会で世界人権宣言が採択されたのを記念し、第
５回総会において採択日の１２月１０日を「人権デー（Human Rights Day）」と定めるとともに、
加盟国等にこれを記念する行事を実施するよう呼びかけています。
　法務省と全国人権擁護委員連合会は、毎年、関係機関等の協力を得て、「人権デー」を最終日と
する１週間（１２月４日から１０日まで）を「人権週間」と定め、人権尊重思想の普及高揚のため
の啓発活動を全国的に展開しています。

特設人権相談所

　日　時　平成２９年１２月５日（火）　午前９時から正午まで
　場　所　野迫川村地場産業振興センター　２階会議室（役場の隣の建物）
　相談員　　野迫川村人権擁護委員　丸田照夫・南谷正美
　お問合せ　野迫川村役場住民課　０７４７－３７－２１０１

中学生人権作文表彰式と人権のつどいｉｎ五條

　日　時　平成２９年１２月１０日（日）　午後０時３０分から同３時３０分（正午開場）
　場　所　五條市本町三丁目１番１３号　五條市市民会館
　内　容　・�全国中学生人権作文コンテスト奈良県大会表彰式
　　　　　・�一日人権擁護委員「桂

かつら

　雀
じゃく

太
た

さん」の講演
　　　　　・�五條市立五條西中学校吹奏楽部による演奏
　申込み　不要（未就学児についても入場可）
　主　催　奈良県人権啓発活動ネットワーク協議会
　　　　　�（奈良地方法務局・奈良県・奈良県人権擁護委員連合会）
　お問合せ　奈良地方法務局人権擁護課　０７４２－２３－５４５７

木造住宅無料耐震診断の募集
●対象住宅
①野迫川村内にあり、現在居住している住宅
②階数が２階以下（地下を除く）
③木造住宅
④昭和５６年以前に建築された住宅
⑤延べ床面積が２５０㎡以下

●募集件数　１件

●募集期間
　平成２９年１２月４日（月）～
　平成２９年１２月２２日（金）
　※応募多数の場合は抽選により決定します。

●申込窓口
　野迫川村役場　建設課
　☎０７４７－３７－２１０１
　※�耐震診断を受ける前に必ず申し込み手続き

をして下さい。
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平成３０年成人式のご案内
　平成３０年成人式を下記のとおり実施します。

記

日　時　平成３０年１月７日（日）

　　　　午前１０時３０分から

場　所　野迫川村山村振興センター

対　象　平成９年４月２日～平成１０年４月１日生まれの方

その他　案内は、後日個人宛に送付いたします。

国民健康保険税の納期限は
１１月２７日（月）です

事業者の皆様へ
平成２９年中の給与支払報告書は
平成３０年１月３１日（水）までに
役場までご提出ください。

　平成２９年度国民健康保険税第３期の納期限は１１月２７日
（月）です。この日までに役場窓口や、各金融機関で納付をお願い
します。
　また、口座振替の引落しもそれぞれこの日に行います。
　口座残高に不足がないよう、事前にご確認ください。

　給与支払報告書は、従業員の皆様が平成３０年６月以降に行政
手続きを行ったり、住民税額を決定するために欠かせないもので
す。お早めに役場へお送りください。
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第３２回国民文化祭・第１７回全国障害者芸術祭『秘境に鼓舞する文化の風』
　１０月７日（土）、野迫川村公民館において「第
３２回国民文化祭なら２０１７」「第１７回全国
障害者芸術文化祭・なら大会」が開催されました。
　保育所園児、小学生、中学生の合同合唱によ
る美しい歌声のオープニングに始まり、「のせ
川フォトコンテスト」の表彰式、和太鼓、漫才、
新喜劇と盛りだくさんの内容でした。
　和太鼓では「夜叉太鼓」と一般参加者の総勢
２５名で結成されたグループ「若」による迫力あ
る演奏に続き、「舞太鼓あすか組」による和太鼓
の響音、三味線、尺八から奏でる美しい音色や舞踊に会場から
は感動の拍手がわき起こりました。
　新喜劇では、野迫川村の自然や村民の温かい人柄などをモチー
フにオーディションで選考された一般参加者１６名と特別出演
として⻆谷村長が、石田座長を始めとした吉本新喜劇のみなさ
んと共演しました。劇中では新喜劇でおなじみのボケや突っ込
みに笑い声と拍手が響き渡り、大いに盛り上がりました。
　「のせ川フォトコンテスト」の入賞作品は館内ロビーで展示され、雲海や星空、村の行事とどれ
も野迫川村の魅力を伝える作品ばかりで、訪れた方々は立ち止まり、じっくりと作品を鑑賞して
いました。また、２階では、毎年恒例の保育所園児、小学生、中学生の作品及び村民の文化作品
が展示され、会場をより一層にぎやかにしてくれました。

人口／１０月３１日現在　■世帯数　２３４戸　■人口　４１９人　■男　２０１人　■女　２１８人

平成29年11月 （6）

編集・発行　奈良県野迫川村　　TEL0747-37-2101　FAX37-2107　　印刷　㈱五條印刷所


